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論文内容の要旨

メスパウアー効果を用いて ステンレス鋼と Fe-Ni 合金中の水素の分布と，その鉄との相互作用を

研究した。オーステナイト系ステンレス鋼 SUS 27, 32および42の場合は，常磁性の 1 本のピークが

水素を導入すると，その右裾が尾をひいた非対称な形となり，半値幅は拡がり更に正のアイソマーシフ

トをもっ O これを解析した所，このピークはγ相中の水素の影響を受けていない鉄と，近くに来た水

素に影響された鉄の 2 種類の成分に分かれた。後者は前者に対し正のアイソマー・シフトをもつが，

この事は鉄の 3 d バンドのホールが水素の 1 S 電子で占有された可能性を示すものである。この状態

は， Fe-45Ni と 75Ni を用いた Fe-Ni 2 元合金を用い更に明確にされた。この合金系は，強磁性であ

るため，前述のアイソマーシフトや半値巾などに加え，内部磁場の大きさからも鉄と水素の相互作用

を知ることが出来，非常に有効である。この試料は，水素を導入すると，もとのF.C.C '1 相に対し，

水素を固溶限まで、含むγ 相と，更に多量の水素を含みFe-Ni 水素化物を作っているβ相の 2 相が出現

する。 77Kでのメスパウアー測定では，正のアイソマーシフト，内部磁場の狭まり，特に1 ， 2 ， 3 ピー

クの右側の尾なとが，認められた。これを解析し '1' と β 両相を分離することが出来たが，それによる

と特にβ相は， γ相と較べ大きな正のアイソマーシフトと，内部磁場の狭まりを示す。前者は，従来の

Fe-Pd-Hの実験などでは，水素の膨張効果で説明されるとしたが，我々の結果では，格子膨張の効果

のみでは説明し切れなかった。また内部磁場の狭まりも，更に低温の 7 :i: 2Kでの測定でも同様に認め

られたため，単にキュリー温度が下った効果のみでは説明できず， Fe のモーメントが水素により減少

させられた結果である事がわかった。またβ相中の水素の分布については X線ピークの半値幅および，

メスバウアー効果の内部磁場分布の半値幅などが，狭いことから，かなり均等に多量に入っている事
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が予想される。

論文の審査結果の要旨

本論文は面心立方構造の Fe-Ni-Cr 系ステンレス鋼および Fe-Ni 系合金に多量の水素を日及蔵させ，

格子間水素の分布状態，隣接する水素原子と鉄原子その他との相互作用，水素によって誘起される相

変態(転移)等を主としてメスパウアー効果によって研究したものである。常磁性ステンレス鋼の 1

本の57Fe 吸収線は水素吸蔵によって拡がるが，精密な解析によって，それが水素によって影響を受け

た成分と受けなかった成分とに分解できる事が判り，水素の Ni 原子近傍を選ぶ不均一配置，鉄の3d

バンドへの水素の15電子の移行が明らかになった。また強磁性の Fe-Ni 合金の 6 本の吸収線の変化か

らも水素の不均一分布 鉄の 3 d 状態の不対電子が一定量減少した水素化物的構造の出現が明らかに

なった。鉄合金中の水素と鉄との局所的相互作用を電子状態の変化から明確に把握した本研究によっ

て，此処数年来の之に関する疑問が解けたと言ってよしミ。その他の成果と併せて価値ある論文である。
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